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土木工学とこれに関連する分野の学問との連携
による幅広い知識、さらに高度な専門的知識と技
術を体系的に修得することにより、自然科学が直
面している課題を理解できる能力
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土木工学と時事問題

農理工学特論ⅡA 農理工学特論ⅡB

都市防災特論2

必修科目 選択必修科目

軟弱地盤の課題と対策

選択科目

修得した高い倫理観、高度な専門的知識と技術
を基に、科学技術のみならず社会における多様
な情報を収集し、論理的に分析を行い、その結果
得られた情報や課題を社会に対し発信するととも
に、課題を適切に解決できる実践力、ならびに、
修得した高度な専門的知識と技術を基に、社会
の一員として協働して社会及び自然環境に存在
する諸問題に対し問題解決の関与・貢献できる能
力

土木基礎構造物の設計・施工

流域水防災

環境学特論

水災害と水環境

社会資本整備特論

土木工学専攻は、基礎知識を備えた適応性・発展性に富む技術者、倫理観・環境観を
備えた自立できる土木技術者、実行力を備えた信頼される土木技術者としての要件を
すべて満たし、そのうち1つが特に卓越している土木技術者を育成する。
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修士課程2年次

前期 後期

弾性波動特論1

前期

宇宙理工学概論

コンクリート技術特論

文献研究及び実験研究２

水文気象学特論

社会基盤整備と市民参加

数値解析特論

後期
科目群で身に付ける能力
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2021年4月1日

理工学研究科 土木工学専攻

カリキュラム・ポリシー（抜粋）
1．修士課程においては、学士課程で養った教養、基礎学力、専門知
識を基礎として、さらに「専門科目」「教養科目」「研究指導」により、
土木工学専攻が定める目的を実現するための教育課程を編成す
る。
（1）「専門科目」では、より高度な専門的知識を身に付けるために、
講義科目を重点的・効果的に配置する。
（2）「教養科目」では、幅広くかつ深い学識を涵養する授業科目、コ
ミュニケーション能力・倫理観・国際性等を養う授業科目を配置する。
（3）研究指導の過程では、国内外の文献の調査、指導教員等研究
者との議論、国内外の学会等での発表、学術論文の発表等を行うこ
とを通して、自身の研究成果を正確かつ効果的に表現する力、専門
性を要する研究開発力、課題解決力、倫理観および国際的視野を
高め、研究者または高度職業人として国内外で活躍できる能力を育
成する教育を行う。

人材養成等に関する目的
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土木基礎工学特論 地震地盤工学特論

科目系統図


